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最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
焦
眉
の
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

連
合
東
京
は
最
低
賃
金

を
今
年
度
と
来
年
度
の
改

定
審
議
で
東
京
五
輪
開
催

時
に
時
給
1
0
0
0
円
を

上
回
る
額
と
な
る
よ
う
に

求
め
、
東
京
労
働
局
に
要

請
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま

た
産
業
別
の
特
定
最
賃
に

つ
い
て
は
雇
用
形
態
間
の

処
遇
格
差
是
正
を
促
進
し

同
一
産
業
内
の
賃
金
格
差
是
正
を
め
ざ
す

目
的
と
意
義
が
あ
る
と
し
て
、
存
続
を
訴

え
て
い
ま
す
。

全
労
連
は
全
国
一
律
最
賃
制
の
創
設
を

柱
と
す
る
最
低
賃
金
法
改
正
要
求
要
綱
た

た
き
台
を
示
し
ま
し
た
。
た
た
き
台
は
全

国
一
律
最
賃
制
を
創
設
し
、
最
大
で
時
給

2
2
1
円
も
の
地
域
間
格
差
の
解
消
を
図

る
。
そ
の
水
準
は
、
最
低
生
計
費
試
算
調

査
な
ど
の
客
観
的
資
料
を
基
に
、
少
な
く

と
も
平
均
賃
金
の
60
％
（
時
給
で
1
3
1

7
円
）
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
中
小
企
業
支

援
も
重
視
し
、
3
年
程
度
の
時
限
措
置
と

す
る
特
別
の
財
政
措
置
と
し
て
社
会
保
険

料
減
額
な
ど
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討

や
、
独
占
禁
止
法
や
下
請
け
二
法
改
正
な

ど
公
正
取
引
を
進
め
、
中
小
企
業
が
最
賃

上
昇
分
を
価
格
に
転
嫁
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
も
提
起
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
弁
護
士
連
合
会
で
は
最
低
賃
金
を

2
0
2
0
年
ま
で
に
全
国
平
均
1
0
0
0

円
に
す
る
と
い
う
政
府
目
標
の
達
成
に

は
、
18
年
度
改
定
で
最
低
50
円
以
上
引
き

上
げ
る
べ
き
と
す
る
会
長
声
明
を
発
表
し

ま
し
た
。
声
明
で
は
全
国
平
均
時
給
8
4

8
円
と
い
う
現
行
水
準
で
は
生
活
の
維
持

は
到
底
困
難
で
あ
り
、
先
進
諸
国
と
比
べ

て
も
著
し
く
低
い
と
指
摘
し
、
全
世
代
で

貧
困
化
が
進
む
中
、
大
幅
引
き
上
げ
が
必

要
と
強
調
し
ま
し
た
。
最
大
で
時
給
2
2

1
円
に
開
い
た
地
域
間
格
差
の
縮
小
も
喫

緊
の
課
題
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

8
時
間
普
通
に
働
け
ば
人
間
ら
し
い
最

低
限
の
生
活
が
保
障
さ
れ
る
だ
け
の
賃
金

確
保
が
必
要
で
す
。

【
村
山
大
和
・
書
記
・
植
木
博

一
通
信
員
】
5
月
20
日
に
立
川
市

に
あ
る
ホ
テ
ル
日
航
立
川
に
お
い

て「
支
部
結
成
創
立
50
周
年
式
典
」

を
行
な
い
ま
し
た
。
来
賓
33
人
、

支
部
組
合
員
85
人
の
合
計
1
1
8

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
は
、

1
部
、
2
部
構
成
で
行
な
わ
れ
、

1
部
式
典
で
は
渡
辺
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
に
始
ま
り
、
本
部
松
丸
委

員
長
や
三
多
摩
労
連
坂
ノ
下
副
議

長
他
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、

元
支
部
執
行
委
員
長
の
横
谷
荘
壱

さ
ん
に
よ
る
「
支
部
の
歴
史
を
振

り
返
る
」
と
題
し
た
記
念
講
演
を

行
な
い
ま
し
た
。

2
部
の
祝
賀
会
で
は
、
出
席
い

た
だ
い
た
来
賓
に
平
野
主
任
書
記

が
マ
イ
ク
を
持
っ
て
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
に
ま
わ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
余
興
に
は
、
バ
ン
ド
演
奏
を

バ
ッ
ク
に
女
性
の
会
や
歴
代
の
役

員
、
本
部
松
丸
委
員
長
に
歌
を
歌

っ
て
い
た
だ
き
、
全
員
で
の
合
唱

を
し
ま
し
た
。
最
後
は
、
今
期
よ

り
書
記
長
に
な
っ
た
藤
田
さ
ん
よ

り
60
年
、
70
年
に
向
け
て
、
そ
し

て
春
の
拡
大
達
成
に
向
け
、
ガ
ン

バ
ロ
ー
と
の
あ
い
さ
つ
で
締
め
く

く
り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

来賓は本・支部、共闘・協力団体、政党
から33人が参加。本部を代表して挨拶す
る松丸委員長

【
中
野
・
書
記
・
上
山
将
之
通

信
員
】
5
月
20
日
、
中
野
区
役
所

前
庭
を
会
場
に
「
大
震
災
に
備
え

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
中
野
」
を
開

催
。
中
野
支
部
か
ら
は
30
人
以
上

の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
は
中
野
区
耐
震
改
修
促
進

協
議
会
。
東
京
土
建
の
ほ
か
、
中

野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
建
設
業

会
）
、
建
築
士
事
務
所
協
会
中
野

支
部
、
中
野
小
規
模
建
設
事
業
者

団
体
連
絡
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
中
野
す
ま

い
の
相
談
室
、
中
野
区
の
6
団
体

で
構
成
し
て
お
り
、
定
期
的
な
会

合
で
団
体
を
超
え
て
意
思
疎
通
を

図
っ
て
い
ま
す
。
開
会
セ
レ
モ
ニ

ー
に
は
、
中
野
区
の
ほ
か
、
東
京

都
や
商
店
街
連
合
会
、
町
会
連
合

会
な
ど
か
ら
来
賓
と
し
て
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

定
番
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
ほ

か
、
起
震
車
体
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
被
災
地
支
援
の
物
産
展
、

プ
リ
ウ
ス
Ｐ
Ｈ
Ｖ
車
の
展
示
な

ど
、
盛
り
だ

く
さ
ん
。
1

0
0
0
人
を

超
え
る
来
場

者
で
賑
わ
い

を
み
せ
ま
し

た
。昼
に
は
、

原
寸
大
の
耐

震
模
型
を
組

み
上
げ
、
そ

の
後
は
餅
ま

き
。
と
い
っ

て
も
、
お
菓

子
や
タ
オ
ル

な
ど
で
す

が
、
普
段
み

た
こ
と
も
な
い
イ
ベ
ン
ト
に
大
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

「証言拒否なら主権者は
政権拒否」とボードに

5
月
19
日
、
国
会
議
員
会
館
前

を
中
心
に
月
例
の
総
が
か
り
行
動

が
行
な
わ

れ
、
2
5
0

0
人
（
東
京

土
建
は
84

人
）
の
参
加

者
が
「
安
倍
政
権
は
退
陣
せ
よ
」

の
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
憲
法
共
同

セ
ン
タ
ー
の
長
尾
ゆ
り
さ
ん
は
、

2
0
1
5
年
9
月
19
日
の
戦
争
法

の
与
党
に
よ
る
強
行
採
決
以
来
、

廃
止
を
求
め
て
た
た
か
い
を
続
け

て
き
た
の
は
平
和
や
命
や
日
本
の

未
来
が
か
か
っ
た
問
題
で
あ
っ
た

か
ら
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

沖
縄
の
米
軍
基

地
、
働
き
方
改
革
、

安
保
法
制（
戦
争
法
）

違
憲
訴
訟
で
た
た
か

う
仲
間
か
ら
ス
ピ
ー

チ
、
立
憲
野
党
の
福
島
瑞
穂
（
社

民
・
参
）
、
高
木
錬
太
郎
（
立
民

・
衆
）
、
山
添
拓
（
共
・
参
）
と

国
会
議
員
か
ら
の
連
帯
の
ス
ピ
ー

チ
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
高
田
健
さ
ん
か
ら
国
会

終
盤
の
6
月
10
日
に
予
定
す
る
国

会
包
囲
行
動
な
ど
へ
の
参
加
が
呼

び
か
け
ら
れ
、
集
会
終
了
後
、
参

加
者
の
多
く
は
引
き
続
き
行
な
わ

れ
た
労
働
弁
護
団
主
催
の
働
き
方

改
革
に
反
対
す
る
集
会
に
も
参
加

し
ま
し
た
。

見事な五月晴れでフォーラムには
1000人を超える来場者があった

横澤部長（右）が粂さん
（新宿）に賞品を贈呈

5
月
24
日
、

全
建
総
連
東
京

都
連
は
有
楽
町

マ
リ
オ
ン
前
、

渋
谷
駅
東
口
ビ

ッ
ク
カ
メ
ラ

前
、
新
宿
駅
西

口
の
3
カ
所

で
、
消
費
税
増

税
中
止
を
求
め

る
キ
ャ
ラ
バ
ン

宣
伝
行
動
を
行

な
い
、
の
べ
1

1
0
人
（
東
京

土
建
は
37
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

午
後
4
時
過
ぎ
か
ら
の
新
宿
駅

西
口
で
の
行
動
で
は
、
宣
伝
カ
ー

か
ら
星
清
志
常
任
中
執
待
遇
が

「
政
府
は
2
0
1
9
年
10
月
か
ら

消
費
税
の
10
％
引
き
上
げ
を
言
っ

て
い
る
。
私
た
ち
に
景
気
の
回
復

の
実
感
は
全
く
な
い
。
増
税
で
暮

ら
し
や
景
気
は
悪
化
す
る
。
引
き

上
げ
を
中
止
せ
よ
」
と
訴
え
ま
し

た
。行

動
参
加
者
は
「
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
Ｎ
Ｏ
を
」
と
あ
る
チ
ラ

シ
の
入
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り

な
が
ら
、
「
さ
ら
な
る
消
費
税
増

税
を
行
な
わ
な
い
よ
う
求
め
る
要

請
署
名
」
を
実
行
。
喫
煙
所
に
た

む
ろ
し
て
い
る
若
者
と
対
話
し
な

が
ら
署
名
を
求
め
る
と
、快
く
応

じ
て
く
れ
る
な
ど
、
25
筆
が
集
ま

り
ま
し
た
。

「
危
険
予
知

一
人
の
目
よ
り

み
ん
な
の
目
」
（
新
宿
）
「
ま

っ
い
っ
か

気
の
ゆ
る
み
が

命

取
り
」
（
墨
田
）
。
2
0
1
8
年

度
の
「
東
京
土
建
安
全
標
語
」
が

決
ま
り
ま
し
た
。

5
月
15
日
、
東
京
土
建
本
部
会

館
で
、
安
全
衛
生
活
動
者
会
議
が

開
か
れ
、
参
加
し
た
28
支
部
60
人

が
投
票
し
、
前
記
の
2
つ
の
標
語

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
新
宿
支
部
の

粂
昭
労
働
対
策
部
長
は
「
落
合
西

分
会
の
仲
間
が
考
え
て
く
れ
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

2
つ
の
支
部
に
は
賞
品
と
し
て

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
の
安
全
帯
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
賞
品
を
授
与
し
た
横

澤
勉
本
部
労
働
対
策
部
長
は
「
各

支
部
で
安
全
大
会
を
開
催
す
る
際

に
は
、
ぜ
ひ
仲
間
に
フ
ル
ハ
ー
ネ

ス
安
全
帯
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
選
ば
れ
た
標
語
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
東
京
土
建
で
は
安
全
衛

生
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

2
2
4
6
号
（
5
月
20
日
付
）

2
面
の
中
央
メ
ー
デ
ー
の
見
出
し

で
、
「
松
本
常
任
中
執
」
は
誤
り

で
「
松
本
副
委
員
長
」
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

求

人

村
山
大
和
支
部
が
５０
周
年
記
念
式
典
開
く

村
山
大
和
支
部
が
５０
周
年
記
念
式
典
開
く

安
倍
政
権
は
退
陣
を

全
員
合
唱
で
盛
大
に
祝
う

国
会
前
２
５
０
０
人
で
コ
ー
ル

横
谷
元
委
員
長
が
記
念
講
演

消費税１０％中止せよ
主要３駅で宣伝署名行動

大
震
災
に
備
え
る

中野

耐
震
模
型
の
組
み
上
げ
も

新宿と墨田新宿と墨田

安
全
標
語
決
ま
る

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
を
贈
呈

最
賃
大
幅
引
上
げ
速
や
か
に


